
巨ヨ
よじ

来住

土
問ノ

グ〉

宮田

平

安

末

期

以

後
、

日

本

漢

字

音

の

声

調

を
一

爪

す

声

占…

図

の

中

に
、

所

謂

四

声

(

ギ

上

ま
白
人
J

及

び

そ

の

軽

重

を

区

別

す

る

声

占
…

の

他

に
、

上

声

と

去

声

と

の

問
、

平

声

と

入

戸

と

の

問

に

そ

れ

ぞ

れ

差

声

さ

れ

た

も

の

が

見

ら

れ

る

様

に

な

る
。

こ

の

上

戸

と

去

戸

と

の

川

に

差

戸

さ

れ

た

戸

山
…

は
、

後

世

任

芯

声
、

通

戸
、

田
比

富

(
比
l)

羅
声
等
と
呼
ば
れ
る
様
に
な
る
(
以
下
本
一糾
で
は
こ
れ
寄
純
々
の
名
称
の
中
箆
市川雄
戸

を
使
川
す
る)。

こ

の

箆
山
口
川

総

戸

に

閲

し

て

は

「

上

戸

と

M

じ

く

高

〈

唱

え

る

も

の

」
「

上

戸

に

(
出
2)

J
U

去

声

に

も

唱

え

ら

れ

る

も

の

」
「

上

声

の

重

の

名

残

で

あ

ろ

う
」

等

と

説

か

れ

て

来

た

が
、

ま

だ

確

定

的

な

解

釈

は

与

え

ら

れ

て

い

な

い

と

忠

わ

れ

る
。

本

稿

は
、

先

学

の

研

究

を

参

考

に
、

更

に

院

政

時

代

以

後

の

具

体

的

な

字

音

読

資

料

を

利

用

し

て
、

こ

の

毘

富

羅

声

の

機

能

及

ぴ

そ

れ

に

関

連

す

る

様

々

の

問

題

に

つ

い

て

私

見

を

加

え

よ

っ

と

す

る

も

の

で

あ

る
n

毘富罵声の機能

書

陵

部

蔵

四

種

相

違

疏

字
立
田
』
山…

の

書

誌

学

的

事

項

及

び

国

語

学

的

意

義

に

つ

い

て

は

既

に

「

図

書

祭

典

籍

解

題
」

に

ふ

れ

ら

れ

て

い

る
。

本

資

料

の

本

文

加

点

の

識
誼
聞

は

次

の

如

く

で

あ

る
。

機
4為レL
1'l5 

沼

本

克

明

(
選)

仁宏三年六
月廿三日
於一
来院御房御学問所賜比
古了」

(

朱
)

仁
安
三
年
十
一

月
汁
三
日
亥
時
体h
g
卸
ul
卸
好
い
H
卸
本

附
肘
巴
議
切
旬
差
瞥

1
1-l'
f
r
i
f
-
-
t

所
令
進
給
之
本
也

」

切
句
差
強
暴」
求
法
抄
門
党
泌」

(
別
朱)

同
年
同
月
間
日
子
時
銭
明
年
慈
思
晶画
段
義
γ寸
嶋
私
記
始
之」

(
以
下
伝
領
の
ぷ
話)

(
注
3)

こ

の

謙
語
に

依
れ
ば

、

仁
安
三
年
(
一

一

六八)
に
党
泌
が
師匠己識
の

切

旬

差

声

し

た

本

を

借

り

て

句

点

及

ぴ

戸

山
…

を

移

点

し

た

平

に

な

る
。

し

か

し

本

文

に

は
、

こ

の

仁

安

の

朱

と

同

筆

の

点

は

旬

占…

の

み

で

あ

っ

て

声

点

は

加

え

ら

れ

て

い

な

い

と

忠

わ

れ

る
。

即

ち
、

既

に

「

同

書

従

典

協和

解

題
」

に

ふ

れ

ら

れ

て

い

る

如

く
、

全

巻

に

加

え

ら

れ

て

い

る

朱

声

点

は

仁

安

よ

り

後

の

筆

と

認

め

ら
れ

るc
今

纏

め

て

全

巻

の

加

点

状

態

を

示

せ

ば

次

の

如

く

問

日刊

に

な

る

と

思

わ

れ

る
。

第
一

朱

(

仁

安

町

議

一誌

と

同

筆
)

'||

印

行

自

以

後

の

句

点
、

第

二

朱

|

巻

首

よ

り

回

行

自

中

程

ま

で

の

句

点

と

声

点
、

31 



第

三

朱

|

部

行

目

中

程

よ

り

巻

尾

山

行

目

ま

で

の

句

点

と

声

点
、

墨

点

||

巻

首

よ

リ

侃

行

目

ま

で

の

句

点
、

印

行

自

よ

り

印

行

自

ま

で

の

芦

点
、

凶

行

目

よ

り

巻

尾

ま

で

の

句

点
、

第
一

朱

と

翠

点

と

は

相

補

う

加

点

が

な

さ

れ

て

い

る

の

で
、

こ

の

二

筆

は

同

時

に

加

点

さ

れ

た

も

の

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る
。

第

二

朱
、

第

三

朱

は

第

一

朱

及

び

盤

占
…

の

上

を

な

ぞ

っ

て

い

る

も

の

の

あ

る

所

か

ら
、

後

の

筆

と

田
山

わ

れ

る

が
、

第

二
、

第

三

朱

の

加

点

順

は

明

確

に

し

難

い
。

本

文

中

に

は

ま

ま

翠

仮

名

が

存

す

る

が
、

そ

の

字

体

よ

リ

見

て

仁

安

頃

の

仮

名

は

二

一

を

除

き

殆

ん

ど

存

せ

ず
、

後

筆

の

様

に

思

わ

れ

る
。

本

文

に

全

巻

に

亘

っ

て

加

点

さ

れ

て

い

る

声

点

は

呉

音

で

加

点

さ

れ

て

い

る

事

は

明

ら

か

で

あ

る

が
、

そ

れ

を

帰

納

し

て

み

る

と

次

の

如

く

で

あ

る
。

。一い
ほ山
ド。

∞
じ川市円|∞

81
3
豊百)一
8

一

一

一

一

一

一
(花4)

o

li--。

∞一Il--∞

S一Illlg

(
控
占…
・
第
二
朱
・
第
三
朱
・
共
通)

右

の

様

に
、

呉
立
自

の

通

例

と

し

て
、

平

軽

・

入

軽

は

区

別

せ

ず
、

平

上

去

入

を

区

別

す

る

四

戸

の

体

系

で

あ

る

が
、

単

純

な

そ

れ

で

は

な

く
、

更

に

平

声

と

入

声

と

の

問

に

不

入

声
、

上

声

と

去

声

と

の

問

に
、

問

題

の

毘

富

羅

声

が

加

え

ら

れ

て

お

り
、

一

示

差

上

か

ら

は

六

純

の

声

点

を

有

す

る

体

系

で

あ

る
。

き

て
、

ま

ず

初

め

に

本

資

料

に

於

い

て
、

毘

宮
町

維

声

が

ど

の

様

な

字

に

加

え

ら

れ

て

い

る

か

を
、

直

前

の

字

と

共

に

抜

き

出

す

と

次

の

様

で

あ

る
。

(

全

例

を

抜き出す 。
数字は行数 。
-は句切点 。)

。

翠

占
…

向

l

加

向

邸
、

-

其
M

同

行
、

於

H

岡

田

無

日

同

町

;g 
同

叩
、

名

前

旬
、

-一

玄

|

泊

去

的
、

じじ

正也
じじ

Qd
、

ム
H

1
・

民
ぷ
H
nb

H
成

1・
非加
成

旬
、

陣山H
成

制 、

由

1

・

於

。

因

布
、

LJん

自

問
、

・

三

|
・

因

士
一

旬
、

。

詮

ム

ニ

川
、

肺

随

1
.

皆
H

随

位
、

M
Am
m

l

h…

希

郎
、

-

{示

|
帥

常
。

宗

田
、

目的
・

宗

郎
、

・

但

|

不

・

但

倒
、

前

1
・

選

前

倒
、

。

於
H

前

叩川
、

。中
lJ一一小。
中
町 、

帥

陳

|

」

冨
帥

隊

問

問
、

・

名

|

標
・

名

川
、

-

詮

l

起
。
。

詮

山
、

有e
e

設

川

川
、

・
縁

|
・

詮・
縁
川印

、

J
能
・

縁
川

、

s
H口

1l
五日

目

1
3、

目

目

2、

'本‘

三ロ
+f
7弓t'
+ゴ
ふ冷a
QJ

ユ一一口

|

此
伺
言

η
川 、-

{一
す
言

% 、

肺何
l

rM
何
川

、

。

第

二

朱

占
…

向

l

h

向

日
、

-

無

向

師
、

-

既

"

同

町
、

去

l

.

図

・

云

3

日明
、

-

・

云

錦
、

白

・

云

印
、

じじ
ll

耳
包じ

0
、

主
包じ
9、

日
hb
じ

7、

ムリ包

じ

9

.ム
H
I-

-
訓P
ム
H

I

M円
ム
H

3

台第
五H

5

Z
.ム目

1

"
成

l

不"
成

2
n
m却
品 、

因"
成

却 、
・

能ω
成

引
臼 、

.
感
"

成

田 、

策
同

'i

qδ

Fhd
、

nコハヨハヨ
言
"

同

m川

"

除

"

問

問

32 

逮不

自成

問山刷
、

MH
成

郎、

問
、

e

mm

-

困

問
、

e

縁

・

因

縁

z

三

問
、

業工

ニ

山

川
、

後・
・

{一
一小

目
、

同

.

5圭

121 

f旦. 1巴

言相

91 105 
r 

�i 511) 
言相

112 108 



-

囚

|

・

然

・

因

9

日
、

・

於

・

図

初
、

"

其

・

図

m品
、

三

・

因

日
、

・

三

|

第

\

三

ロ
、

-

令

士
一

初
、

新

会
一

臼
、

後-

L

二

日
、

日
随

!

被

随

何品 、

ふ吊

l

注目
常
ロ
師 、

-也市

l

鴻・{一ホ
お 、

切
・

宗

町 、

・

但

|

不

自

制
、

-繋
l・

其

・帥耳
目 、

目
前

!日
同目
前

日明 、

如"
前

回 、

於"
前

回 、

・

陣

|

既

"

陳

臼
、

-
名

l

皆・
名

6
M 、

弁・
名
9 、

・
空

l

加
・

2

U 、
-
非
・

空

幻 、

・態
l

不

・
謄

初
、

日

便

|

仙

"

便

弘
、

口
H

Il
l
-

H
目

白川
口

ηr
u
、

企
庁1

1
1
1

↓寸
・

4bq

po

H

言

|

法
・

2
百
口

n
、

-

之

"

言

お

お
、

・

不

日

言

汎

小品

川切

川目
、

若

旦一一 一
ロ

ロ

お
、

如日
言

門町
、

但
H
言

印 、

一日
言

日
、

所長一一日
出

、

。

第

三

朱

占
…

“

同

l

師向

日

同

幻

自

m

抑

制

抑

制

加
、

・

名

u

同

卯

位
、

性

日

岡

山
、

如

"

問

問
、

-

無

“

同

m

mm
、

・

於

“

同

則

捌
、

彼
・
“

同

郎
、

不

向

山m
mm
m
m 、

皆
目
同

m
m
m 、

以・ 日
間

加 、

之日
間

制 、

・

云

|

法一

・

云

m

m

m
、

乙
じ

ll

戸
卜
じ
じ

市
、

ト
F
乙
じ

門川
辺
、

ム
""

lt1

寸刈l
・
ム
日H

VU

U司ヲ
ム
日H

VU
伽出

日

成

|

不

日

成

m

m

m
、

一

能

日

成

問
、

日

成

川
、

.

使

H

成

問
、

-

因

1

.

前

・

園

田

市
、

鴛

・

因

問
、

毘富羅声的機能

既

日

成

問
、

-

無

・

因

四
、

返

“

成

町

立
・

因

お卯川山
''aq，“。4d

図

於

・

困

問
、

各 a
・

因

川
、

九

・

図

刷
、

他

・

因

m

m
、

二
一

・困
問

、

・

其

・困
問邸 、

逮
・因

mm
mm捌
mm 、
・自・凶

。《d

士
一

|

縁

・

三

川
、

初

ム

ニ

印
、

・

困

・

三

邸
、

透

・

三

川

問

問
、

鈴

士
一

m

m

m
、

輿

ム

ニ

如
、

後

\

三

抑

m

m川
、

各

・

三

問
、

向

L

ニ

捌
、

就

・

三

湖
、

有・
・

三

湖
、

日
随

l
Jぶ一寸H

随

加 、

日常
l

無日
常

陥
問問

、

・
2小

l

.前・
宗

問 、
・
4
・

宗
川 、

随・
宗

加 、

之
・

宗
問 、

抑

制

制
、

ぷ
叩

・

宗

如
、

.

令

・

宗

初
、

-u
削…

l

注目
前

川目 、

知目
前
日
m
m 、

同"
前

加 、

-

中

|

過

・

中

川
、

月

中

間
、

{一

市

・

中

川
、

論

\

中

山刷
、

郷
、

九

・

中

加
、

六

・

中

如
、

定

・

中

加
、

"

隙

|

.

言

"

陳

m

m

m

m

m

m

-
名

l

定・.
名
m 、

・

詮

|

起

・

詮

川
、

・

・

詮

郎
、

-

縁

有
・

縁

削

m

m

m

m

凶

山川
、

能

・

縁

m

m

m
、

・
謄

|
J

援

感

問 、

随
・

感
m
w川 、

皆・
謄

m
m
m 、

・

生

l

・

不

・

生

m

m
、

何

・

生

問
、

・

既

・

生

湖
、

"改
|
不
・改
mm

、

・

心

1

.

心

・

心

お
、

安
ー

如
・聾
問

、

痕

|

如
"

瓶

問
問 、

・

然

|

不

・

然

問
、

・

皆

!

因

・

皆

川問
、
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於

・
ウ一
小

句

中



-
望

|

今
・
望

m、

・
新

l

k・
新

郎、

・

雄
l
因
・
難
問 、

・
通

|

悶
・
通

加、

・
将

|

今・
料

加、

・
間
|

逮
・
間
m

m
並

l

多

主

制、

・
相

|

相・・
相・
遺

児、

比・・
相

法

m、

全
て
「・
相

逮
」

“一一
言

l
.
但
"
言

別、
・
詮
ム一一白

川
町、

此
"
言

問、

文

言

問、
・
由

"
言

川、

論
"
言

問、

彼・・
言

防、

随
"
言

問、

-
"
言

m、

加
"一一言
m
m、
.
尋
"
言

問 、

さ
て

、

こ

の

全
用
例
に

通
じ
て一吉
い

得

る

事

は 、

ま

ず
第
一

に 、

殆
ん
ど

全

て

句

中
、

句

尾

に

有

っ

て

句

頭

に

立

つ

も

の

が

無

い

事

で

あ

る

(

例

外 -

m
ニ

朱
に

一

仰

ぎ

家

に

二

例
) ・

こ

の

事

か

ら
、

回
比

高

経

声一

は

単

独

の

字

の

声

調

に

か

か

わ

る

も

の

で

は

な

く

て
、

漢

字

二

字

以

上

が

続

け

て

読

ま

れ

る

際

の

下

位

に

立

つ

漢

字

の

戸

調

に

か

か

わ

る

も

の

で

あ

る

事

が

予

想

出

来

る
。

第

二

に

言

い

得

る

事

は、
回比
笥
羅
声一
の
加
え
ら
れ
て
い
る
字
は、

墨
占…
の
「

荷一
」
一
例
を
除
き、

全

て

二

音

節

の

字

で

あ

る

すす

で

あ

る
。

こ

の

で

何

」

も
、

全

巻

を

調

査

し

て

み

る
と

他
例
は
全

て

上

声

の

声
点
が

加、え
ら
れ
て
い

る
の

で、

誤
写
の

可
能
性

が

強
い

と
思
わ
れ
る。
さ
て
こ
の

様
な

傾
向

に

関
連
し

て

思
い
起
さ
れ
る

の

は 、

呉
音
に
於
け
る
上
戸
去
戸
と
音
節
数
の
関
係
で
あ
る。

既
に
先
学
に
依
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
如
く、

息ハ
立
日
に
於
い
て
は、

去
声一
字
に
は
一

音
節
字
が
殆
ん
ど

『注5)

無

く、

上

声

字
に

は
二
音
節
字
が

殆
ん

ど
無

い 、
と

い

う
傾

向
が

存
す
る

。

こ

の

傾

向

は

本

資

料

に

も

明

ら

か

に

見

て

取

る

事

が

出

来

る

の

で

あ

る

が
、

こ

の

-角
・
相
・
遠

山

等

計代目
例

事
と、

先
の
第
一

点、
即
ち
句
頭
に
立
つ
例
が
無
い
事
と
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば、

こ

れ

等

毘

富

羅

声

の

加

え

ら

れ

て

い

る

字

は
、

本

来

は

|

即

ち

単

字

と

し

て

は

|

去

声

の

声

調

を

有

す

る

も

の

で

は

な

い

か

と

の

予

想

を

立

て

る

こ

と

が

出

来

る
。

そ
こ

で
こ
の
点
を

確
か

め
る

為
に、

先
に

取
り
上
げ
た

毘

富

羅
芦
の

加

え
ら

れ
て

い

る

字

に

つ
い

て 、

毘

富

羅

声

以外
に

ど
の
様

な

声

点
が

加

え
ら
れ
てい

る

か

を

見

る

と

次

の

様

で

あ

る
。

。

墨

点
同

ー

・
"
同

日
前
加
m
m
m
m
m、

立・
"
同

館、

寿

町

田、

・
無

"
問

問、

云

|

説

云

叩、

能
ー

・
.
能
η 、
県
.
能
円
花、
・
因
.
能
川、

月.
能
川、(
有・

能
m)
(
・
鮭…

能
m)

言

-
-
J
盲

目、

此.
一
吉

川、

性。
一吉
田
市川、

成

l

E
M肌

丸、

所・
.
成

田、

故・
剖成

田
、

尻
町

四、

図

l

此.

町

的
問、

.
雄
・
因

丹、

寅".
因

別
町、

是
ヘ
因

m出、

-

.
図

錦、

別 ?
因

m、
智・ .図
川、

常
ー
-
f
問 、

宗

|

逮

{示
問、

自
ユホ

問、

但

l

品・.
但
川目、

若.
ぽ

問、

是い市
町、

立・
山一
市
旬、

前

|
.
"
前
回、

縁

|

起
\
緑

川、

名
l
是"
石
川、

有-
r告
別、

等・ .名
位、

設

|

立
:
護
部、

-
.
整
部、

与
.
整

担、

こ

こ

に

明

ら

か

な

様
に 、

正
に

殆
ん
ど
去

声

の
声

占…
が

加
え
ら
れ

て

お
り、
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し
か
も
句
頭
に
立
つ
も
の
が
か
な
り
多
い
の
で
あ
っ

て 、
先
の
予
想
を
裏
付
け

る
事
が
出
来
る 。
(
空白 、
第一 -
朱
及
び
第
一
朱の
例
は
紙
似
の
都人日
で
行
同町
す
る
が 、
傾
向

は
削虫
占
と
全
〈

変
わ
り
は
担
い
) 。

以
上
に
依
っ
て、

ま
ず、

毘
官国間
続
声
は、

本
来
去
声
で
あ
る
字
が
句
中
・

句

尾
に
有
っ
て
読
ま
れ
る
際
に
加
え
ら
れ
る
も
の
、

と
い
う
指
摘
が
可
能
で
あ
る。

次
に、

そ
れ
で
は
毘
富山
維
声
の
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
去
声
の
加
え
ら
れ

て
い
る
も
の
と
の
相
違
は
ど
こ
に
起
因
す
る
の
か、

が
問
題
に
な
る。

毘
古田
羅

声
の
加
え
ら
れ
て
い
る
字
が
句
中
・

句
尾
に
有
る
事
に
依
っ
て、

直
ち
に
思
い

、
(
出
6)

及
ぶ
の
が、

直
前
の
字
の
影
響
で
あ
る。

そ
の
彩
響
も、

後
世
の
出
合
な
ど
を

毘お羅，:'iの機能

成 ムMャE エ; 同 当該字

』ょ 見 上 -1: 土国じ 上 去 毘 上 去 毘 そ の声 占

2 l 2 去
4 I 2 1 3 T!i 

111 : 
l l I 9 
2 3 1 I 3 上 前

1 I 3 3 I 9 20 
グ)

I 毘 rj' ・
3 3 2 
5 2 5 平
15 5 7 I 3 
I l I 

6 h 
ワ 3 3 

8 句10 l 5 -lJJ 4 つー 13 

勘
案
す
る
な
ら
ば、

治
濁
・

韻
尾
の
相
速
な
ど
の
影
響
で
は
な
く、

や
は
り
声

調
の
彩
容と
14、え
る
の
が
妥
当
で
あろう 。

こ
の
様
な
観
点
か
ら、

日記
頁
以
下
に
取
り
上
げ
た
所
の
田比
定回
線
声
の
加、
え
ら

れ
て
い
る
字
と
そ
の
直
前
の
字
の
声
調
と
の
関
係
が
ど
う
で
あ
る
か、

又
M
頁

に
取
り
上
げ
た
所
の
田比
{抗
議
声
以
外
の
声
点
の
加
え
ら
れ
て
い
る
字
と
直
前
の

'(
汁
7}

字
の
声
調
と
の
関
係
が
ど
う
で
あ
る
か、

を
調
べ
て
み
る
と
次
の
様
で
あ
る。

(
各
刷刊
の
数
千
は

、

j
は
が
強
点 、

中
川以
が
第
一
朱 、

下
段
が
第一一一
朱
各
市
町
出
現
延
べ
数)

;;F '，:;� 随 悶

毘 I Iよ 毘 」 よ 見 上 三長 毘 上 三t 毘 上

11 I 
l ] 

l 
l 1 I 3 

l 1 4 
l 2 1 4 

2 I ú 3 1 18 B 
I l 

1 
1 1 
2 I 4 
3 I 1 2 1 4 
5 2 27 

3 。 7 I 
8 

l 
2 

2 1 10 15 

g 名 跡、 iî'i f日

上 上 去 毘 上 去 毘 上 去 毘 上 iょ

3 
6 1 2 

2 
1 I 2 

4 

3 
1 

3 I 1 1 2 2 

3 

l 1 2 2 
3 
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改 生 f足 R堅 空 聾

上 去 毘 上 去 毘 上 去 昆 上 去 毘 上 去 毘 上 去 毘

1 2 
6 

1 1 
I 2 4 2 

1 

1 1 3 
I 4 4 

3 

2 3 
2 2 7 3 

新 望 皆 相ミ 瓶 'L、

上 去 毘 上 去 毘 上 去 毘 上 去 毘 上 去 毘 上 去 毘

1 I I 

2 

5 

1 

12 2 

各
字
に
関
し
て
の
出
現
数
を
纏
め
て
み
る
と
計
の
如
き
分
布
を
示
す。

こ
の

分
布
状
況
か
ら、

次
の
如
き
事
が
言
い
得
る。

第
一
に、

毘
声
羅
声
の
声
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
場
合、

直
前
の
字
の
声
認

は
去
声
又
は
上
声
が
圧
倒
的
に
多
い
。

第
二
に、

去
声
の
声
占…
が
加
え
ら
れ
て
い
る
場
合、

直
前
の
字
の
声
瑚酬
は
平

声、

入
声
或
い
は
当
該
字
が
句
頭
に
立
つ
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。

第
三
に、

上
声
の
声
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
場
合、

直
前
の
字
の
声
調
は
去

3十 並 間司 1ヰ 通 曹邑

上 去 毘 上 去 毘 上 去 毘 上 去 箆 上 去 毘 上 去 毘
5 

1 I 12 
4 I 4 39 1 

24 
4 I 2 24 
20 3 I 76 1 

l 5 
1 I 3 
4 1 
21 I 1 
35 z 

I 1114 12 
9 
23 
23 I 
14 
30 

1 I 87 3 2 l 

36 

声
又
は
上
声
で
あ
る。

第
一

点
と
第
二
点
と
は
表
裏
の
関
係
に
立
つ
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来

る。

つ
ま
り
当
該
字
が
平
声
又
は
入
声
に
続
く
場
合、

或
い
は
句
頭
に
立
つ
場

合
は、

本
来
の
声
調
の
ま
ま
に
去
声
で
読
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し、

当
該
字
が

去
声
又
は
上
声
に
続
け
て
読
ま
れ
る
場
合
に
は
毘
富
羅
声
が
加
え
ら
れ
て
い
る、

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。

次
に
第
三
点
か
ら、

毘
古田
羅
声
の
加、
え
ら
れ
て
い
る
字
は、

具
体
的
に
は
上



戸
の
淵
似
で
読
ま
れ
て
い
た
が
が
子
忽
山
米
る。

上
戸
の

戸
山…
が
加
え
ら
れ
て

い
るん十
は田比
出
繰
戸
の
加
え
ら
れ
て
い
る
下
と
全
く
川一
の
状
況
下
に
あ
る。

つ
ま
り
抗
前
のんj
が
十五
戸
又
は
トγ円
で
あ
るι
こ
れ
は、
正
し
く
は
毘
山
総ep

が
加
え
ら
れ
る
べ
き
所
を、

災
際
に
は
l一
戸
の
訓
似
で
北
ま
れ
て
い
た
為
に、

そ
の
実
際
の
調値
に
引
か
れ
て、

上
戸
の
声
占…
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い

か
と
子恕
山

来
る
の
で
あ
る。

尚
こ
こ
で
一

言
付
加
し
て
お
か
ね
ば
る
ら
な
い
の
は、
田比
山
総J
P
の
加
え
ら

れ
て
い
る
午
の
中
に、
先
の
表
示
に
取
り
上
げ
た
ぷ
字
と
全

く
分
布
傾
向
を
具

に
す
る
一

群
が
あ
る
が
で
あ
る。
そ
れ
等
は
次
の
局内
十
で
あ
る

こ
れ
等
は
直
前
の
字
の
声

剖酬
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
殆

ん
ど
毘
富
経
戸
が
加
え
ら
れ

て
い
る 。
こ
の
様
な
現
象
が

何
故
見
ら
れ
る
の
か
そ
の
原

因
を
厳
密
に
指
摘
す
る
事
が

出
来
な
い
が 、
い
ず
れ
も
か

な
り
頻
用
さ
れ
る
字
で
あ
り 、

そ
の
為
上
字
と
の
関
係
か
ら

離
れ
て 、
「
毘
富
羅
声
を
加

え
る
べ
き
字」
と
し
て
意
識

上
の
固
定
を
見
せ
て
来
た
も

の
か
と
も
思
う
の
で
あ
る 。

以
上、

四
種
相
違
疏
字
立
回

占…
に
依っ
て
導
き
得
た
所
を

整
理
す
る
と
「
毘
富
羅
声
と

毘bl緯声の機能

相 日 �� 中

上 去 昆 上 去 毘 上 去 毘 上 去 毘 上 Ë 見
2 l l 

2 
2 4 1 

7 2 
5 l I 7 

2 
l 

2 
4 1 3 
I 2 l l 

38 4 6 3 I ï 
2 
2 

3 l 

1 
l 

は、

去
声
字
が
句
中
・

句
尾
に
有
っ

て
読
ま
れ
る
際、

直
前
の
上
声
又
は
去
声

の
影
響
で 、
上
声
に
変
え
て
読
ま
れ
る
時
に
加
え
ら
れ
る
声
点」
と
い
う
推
定

が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う 。

こ
こ
で、
以
上
の
推
定
が、

他
の
資
料
で
も一一
言
い
得
る
も
の
か
ど
う
か
を
確 .

か
め
て
お
き
た
い
。

大
東
急
記
念
文
庫
に
は、

鎌
倉
・

南
北
朝
矧
の

春
日
版
の
妙
法
蓮
華
経
が

数

点
存
せ
ら
れ
て
い
る。
そ
の
中
貞
治五
年(
三一六六)
の
刊
記
を
有
す
る
巻
第

八
の
一

本 、

及
び
そ
れ
よ
り
や
や
早
い
と
思

わ
れ
る
同巻
の
一

本
に
は、

問
Mm

相
述
疏
と
同
じ
く
毘
白
線
戸内…
が使
用
さ
れ
て
い
る 。
但
し
後
者
の
一

本
は
部

分
的
に
差
戸
さ
れ
た
も
の
で
あ
り、

か
つ

差
戸
さ
れ
て
い
る
部分
は
前
者の
戸

山…
とん土
〈

主
な
り

介
う
も
の
で
あ
る
か
ら 、
こ
こ
で
は
貞
治
五
年
刊
の
前
者
を

代
表
さ
せ
て
取
り

上
げ 、
調べ
て
み
る
こ
と
に
す
る 。

こ
の
資
料
に
は
加
点
の
議
訴
を
欠
く
が、
上
梓
さ
れ
た
時
期
と
ほ
ぼ
川
じ
南

北
朝
中
期
に
加
点
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

そ
の
声
調
は
ん十一
て
山一ハ
背中
円
相削

を一一小
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

ま
ず、

毘
富
繰
戸
の
加
え
ら
れ
て
い
る
午
に
つ
い
て、

そ
の
杭小川
の
ん
r
の
戸

淵
と
の
関
係
を、

問
柿
相
述
疏
の
場
AN
と
同
じ
方
法
で
表
示
す
れ
ば
次
の
線
に

介。ヲ心 。当該'f'

そ の戸山

37 

也
前
向

字
の

戸
内a

J、

昆 上 よ 毘 上

3 1 I 4 

9 ・4 2 I 16 

2 1 I 3 

11 38 

6 2 

ワー

4可
切}

生
市

2 



名 能 巌 通 王 身

去 昆 上 去 毘 上 去 w. 上 去 昆 上 去 毘 上 去 毘 上 去

4 19 9 1 1 1 1 1 4 

2 1 2 6 5 3 7 

1 12 11 

2 3 3 14 8 1 8 3 

20 l l 13 2 1 2 8 

4 9 3 3 4 

計 @ IR. 音ー 天 1古

上 去 毘 上 去 毘 上 去 毘 上 去 毘 上 去 毘 上 去 毘 上

o 1 12  129 3 156 6 1 1 16 7 

o 123 135 3 171 4 1 3 1 2 

o 1 4 47 2 116 I 1 

o 1231 23 88 24 2 37 4 1 2 7 

o 178 15 24 5 l 1 1 2 2 

o I lZS z 63 12 3 21 

(
表
中
の
③
は
紙
幅
を
節
約
す
る
為
に
以
下
町
誇
字
を
一
括
し
た
も
の
で
あ
る
一
空
従
来
漫
形
香

箆
方
恭
理
明
心
詣
緑
門
聾
聞
水
慰
男
今
燈
神
繁
盛
民
剛
官
山
前
箪
曇
僧
頻
慢
随
令
矯
青
笑
精
問
惟

慾
尋
杖
爪
星
紺
銀
秤
短
難
獲
勇
陣
従
腹
親
句
臣
焼
尊
峨)

さ
て
こ
の
表
か
ら
明
ら
か
な
様
に 、
本
資
料
に
於
て
も
毘
富
緩
声
の
加
え
ら

れ
て
い
る
字
は
、

直
前
の
字
の
声
調
が
去
声
又
は
上
声
で
あり
、

直
前
の

字
の

声
明酬
が
平
声
又
は
入
声 、
或い
は
当
該
字
が
句
頭
に
立
つ
場
合
に
は
去
声
に
な

る 、
と
い
う

傾
向
を
見
て
取
る
事
が
出
来
る 。
更
に 、
本
資
料
で
明
ら
か
に
な

る
の
は 、
直
前
の
字
に
毘
富
田縦士戸
が
来
る
場
合
に
も 、
上
声・
去
声
に
続
く

場

合
と
同
じ
現
象
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る 。
四
種
相
違
疏
の
場
合 、
こ
の
現

象
は
明
確
で
な
い
(
毘
日
搬出一円
に
立
る
も
の
盛
山…
五
例、

第
二
朱
ι…
三
例、

去
声
に
な
る
も
の

墨
点
一
例‘

第
二
朱
山一一

例ぺ

第
三
朱
市・
凶
例)

が、

毘
富
羅
声
の
具
体
的
な
調
値
は

上
声
で
あっ
た
と
推
定
出
来
る
所
か
ら
は
当
然
の
事
と
考、え
ら
れ
る 。

と
こ
ろ
で 、
四
種
相
違
疏
と
本
資
料
と
を
比
較
し
て
み
る
と
そ
の
聞
に
歴
史

的
な
推
移
を
う
か
が
う
事
が
出
来
る 。
先
表
に
明
ら
か
な
如
く 、

本
資
料に
は

当
該
字
に
上士一戸
の
声占…
の
加
え
ら
れ
た
も
の
が一
例
も
無
い 。
こ
れ
は 、
両
者

を
隔
て
る
約
二
百
年
の
聞
に
毘
富
羅
声
の
機
能
が
意
識
上一
層
明
確
に
回
定
し

{注8)

て
来
た
市中
を
反
映
し
て
い
る
と
見
得
る
事
象
で
あ
る 。

尚 、
本
資
料
に
於
い
て
も 、
四
殺
相
違
疏
の
場
合
と
同
様
に 、
直
前
の
字
の
声

調
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
殆
ん
ど
全
て
毘
富
羅

声
の
み
が
加
え
ら
れ
て
い
る
字
が
あ
る 。
そ
れ

等
は
次
の
諸
字
で
あ
る 。
こ
の
中 、
中・
言
は
四

純
相
述
疏
と
共
通
し 、
又 、
四
字
共
に
本
文
中
頻

用
さ
れ
る
点
も
共
通
す
る
様
に
思
わ
れ
る 。
恐

ら
く
本
資
料の
場
合の
現
象
も
四
種
相
違
疏
の

場
合
と
同
機
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う 。

き
て 、
以
上
の
様
に 、
本
資
料の
場
合
に
も 、

四
積
相
違
疏
に
関
し
て
推
定
し
た
所
が 、
そ
の

ま
ま
当
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

J)J t王 話 中

上 去 毘上 去 毘 上 去 見 上 去 毘
2 

1 122 l 4 
1 7 

7 3 114 12 1 19 
11 4 

4 2 
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具
体
的
な
同【一豆回
統
資
料
に
依っ
て 、
毘
高
羅
声
の
機
能
が 、
平
上
去
入
各
声

の
様
に
声
調
調
類
を
識
別
す
る
の
で
は
な
く 、

連立田
上
の
声
調
変
化
を
指
示
す

る一附
に
あ
る
事
を

推
定
し
た 。
次
に
こ
の
推
定
を
古
文
献
の
記
述
に
依っ
て
裏



付
け
よ
う
と岡山
う 。

毘

合画

羅

芦

の

存

在

を一

不

す

最

も

古

い

文

献

は
、

小

西

甚
一

博

士

も

「

文

鏡

秘

府

論

考

研

究

篇

上
」

で

ふ

れ

ら

れ

て

い

る

如

く
、

平

安

末

期

写

と

言

わ

れ

る

九

条

本

法

華

経
土
日

の

次

の

様

な

声

占…

図

で

あ

る
。

一+キ

・2一一一

:
他国 守

去磐 白押
入費 4
入聾之重
石 .
徳 .集 .即

(
覆
製
本
廿
一

丁
表
裏)

毘富羅声の機能

上帥耳
司;
平唆之i
平繋之丞
等・是・世・隙・

I・1

軒一切

こ
の
図
に
依っ
て 、
既
に
平
安
末
期
に
毘
富
羅
声
に
か、
わ
る
現
象
が
存
在

し
て
い
た
事
を
知
る
事
が
出
来
る 。
同
時
に
注
目
す
べ
き
点
は
「
上
去
両
芦
任

意」
と
い
う
毘
富山維
声
に
当
る
部
分
に
の
み
実
例
が
併
記
さ
れ
て
い
な
い
事
で

あ
る 。
こ
れ
は
単
純
な
転
写
の
際
の
脱
落
な
ど
と
認
め
る
べ
き
で
は
な
く 、
い

ま
ま
で
追
究
し
て
来
た
所
に
依っ
て 、
毘
富山維
声
は
直
前
の
字
の
声
調
に
依っ

て
変
化
す
る
と
い
う
可
動
的
な
声
点
で
あ
る
為
に 、
こ
の
様
な
固
定
的
な
図
の

中
に
挙
例
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う 。

次

に
、

や

や

時

代

が

下

る

が
、

最

も

注

目

す

べ

き

記

述

が

弘

安

七

年

二

二

八

四
)

天

台

学

僧

能

替

の

撲

に

な

る

「

読

経

口

侍

明

鏡

集
」

の

中

に

あ

る
。

即

ち

『

頂

上

紅

者
、

本

設

難
ν

銭一一

去

撃

字
一

被
ν

引一一

上
J

字一

被
ν

讃一一

成

上

聾
一

之

吐

注
指
之

知
也 。
件
字
共
少
々
可
ν勘
品

山山
之一
所
説
世・
車
尊
字

、

本
建

去
整・
也 。
然
而
此

字
諸
柑州
議ν
之

時
其
帥耳
上

聾

之
響
也 。又
妙
主
主
毛

観

音

一

議
ν

之
、

大

王

王

字

天

王

諭
ν

之
、

十

方

方

字

束

方

議
ν

之
、

如
ν

此

被
ν

(注9)

号
制

之

時

文

字

等
、

可
ν

指
ν

之
。

』

と

説

い

て

い

る
。

即

ち
、

頂

上

点
(

毘

日川

採

戸

点
)

は 、
本
来
去
声
の
調
値
を
持つ
字
が
上
字
に
引
か
れ
て
上
声
の
調
値
で
読
ま
れ

る
時
加
え
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る 。
そ
し
て
実
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ

て
い
る
も
の
の
中 、
本
来
の
去
声
で
唱
え
ら
れ
る 、
世
尊 、
妙
剖 、
大
到 、
十

方
、

各

字

に

上

接

す

る

世
・

妙
・

大
・

十

の

呉

音

声

調

を
、

試

み

に

法

華

経 ・

早

字
、

法

華

経
立
日
・

法

華

経

音

訓

(

主
エ
)

ド
一

依

っ

て

求

め

て

み

る

と
、

こ

れ

等

は

い

す

れ

も

平

声

又

は

入

声

で

あ

る
。

逆

に
、

上

声

に

嶋

え

ら

れ

る

場

合

の

上

接
字
諸・
観・
天・
東
の
声
調
を
同
様
に
求
め
て
み
る
と
い
ず
れ
も
上
声
か
去

(注叩)

声
で
あ
る 。
き
す
れ
ば 、
こ
の
記
述
は 、
先
の
具
体
的
な
呉
音
読
資
料
に
依っ

て
推
定
し
た
所
と

正
に一
致
し 、
そ
れ
を
裏
付
け
る
事
が
出
来
る
も
の
で
あ
る 。

こ
の
記
述
は 、
従
来 、
毘
富
田維
声
の
解
釈
の
手
掛
か
り
と
し
て
は
注
目
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
と

忠
わ
れ
る
が 、
多
く
の
声
調
論
が
極
め
て
形
式
的
な
説
き
方
し

(注日)

か
し
て
い
な
い
中
に
あっ
て 、
正
に
実
際
の
加
点
資
料
と一

致
す
る
重
要
な
記

述
な
の
で
あ
る 。

更
に
時
代
が
下っ
て 、
観
応
撲
「
補
忘
記」
で
は
次
の
様
に
説い
て
い
る 。

hr
e一れ
ヲ

hr
hV
7

S
タ
フ
，

『
頂
上
毘
富山維
費
者
此
云ユ
庚
大-
是
同ユ
上
啓一
高
唱ν
之
又
云=
任ー
怠』

武
一

天

台

及

法

相

未

聞F

L

天
ム

孔庶

務 .
・

多
・同

組

内

字

等

l

相

未
，

ぽ
'

唯
t

歌

山

匹
。

t

zぃ

等 ョ
ト
キ

是

巨

富

縫

撃

也

根

来

寺JF

上

陸一

ナ小川
品

別札

L-

也
』

(

此

享

版 一地裂) 。
こ
の
記
述
に
依っ
て 、
毘
富
羅
声
の
加、
子句
れ
て
い
る
字
が
具
体
的

に
は
上
声
の
調
値
で
唱
え
ら
れ
て
い
た
事
が一
そ
う
明
白
に
な
る 。
こ
の
占…
も

又 、
先
の
呉
音
読
資
料
に
依っ
て
推
定
し
た
所
と一
致
す
る 。

と
こ
ろ
で 、
こ
の
補
忘
記
の
記
述
で
最
も
問
題
と
な
る
の
は 、
天
台
宗
に
は

「
・

何

綜
・

多
・

羅

」

の

如

く
、

語

頭

の

し

か

も
一

音

節

字

に

毘
官
回

経

声

を

加

え

る
と
い
う
点
で
あ
る 。
こ
の
記
述
に
依
れ
ば 、
法
相
宗
と
天
台
宗
と
の
問
に 、

毘
高
羅
声
の一不
す
内
容
に
相
違
が
有っ
た
事
に
な
る 。
し
か
し
な
が
ら 、
既
に

考
察
し
来っ
た
様

に 、
法相宗
関係
の
加点
に

か
か
る
四種
相
違
疏
と
、

天ム口
39 



学
憎
の
能
審
の
説
く

所
と
が
完
全
に一
致
す
る
事
に
依っ
て 、
そ
の
可
能
性
は

全
く

否
定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る 。
そ
し
て
少
く
と
も 、
能
替
の
時
代
ま
で
は
天

台
宗
に
於い
て
も 、
回比
富
羅
声
は
連立日
上
の
声
調
変
化
を
指
示
す
る
為
に
用い

ら
れ
て
い
た
事
は
確
か
で
あ
る 。
き
す
れ
ば 、
補
忘
記
の
記
述
が
正
しい
観
察

に
も
と
づ
い
て
い
る
も
の
と
す
れ
ば 、
当
時
の
天
台
宗
に
於
け
る
そ
の
様
主
使

わ
れ
ざ
ま
は 、
能
巻
以
後
に
新
た
に
別の
機
能
が
付
与
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う 。
そ
れ
で
は
天
台
宗
に
於
け
る
で
阿
」
等
は
ど
の
様

な
機
能
を
持っ
て
使
用
き
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か 。
私
は
こ
の
点
に
つ
い
て

(比ロ)

今
確
定
的
な
解
釈
を
得
て
い
な
い 。
既
に
先
学
の
指
摘
に
も
有
る
如
く 、

実
際

に
こ
の
様
に 、
語
頭
の
し
か
も一
音
節
字
に
毘
富山維
声
を
加
え
た 、
宗
淵
の
山

家
本
法
華
経
の
知
き
資
料
が
残つ
て
は
い
る
が 、
そ
の
祖
点
は
い
ず
れ
も
時
代

的
に
比
較
的
新
し
く

南
北
朝
中
期
以
前
に
は
遡
り
得
な
い
も
の
で
あ
る 。

以
上 、
古
文
献
の
説
く
所
を
な
が
め
て
来
た
が 、
実
際
の
呉
音
読
資
料
か
ら

推
定
し
た
所
と一

致
し 、
そ
の
推
定
を
裏
付
け
得
た
と
々
え
る 。

四

き
て 、
補
忘
記
の
記
述
で
も
う一
つ
在
日
す
べ
き
は 、「
真
言
宗の一
派
た
る

恨
来
寺
で
は 、
特
別
に田比
富
羅
声
を
使
用
せ
ず 、
そ
の
ま
ま
上
声
で
加
点
す
る」

と
説
く
点
て
あ
る 。
こ
の
記
述
に
対
応
す
る
如
く 、

実
際
の
呉
音
読
資
料
で
も 、

毘
富緩
声
を
使
用
し
ない
資
料の
系
列
が
存
す
る 。
そこ
で
次
に 、
こ
の
補忘

記
の
記
述
を
も
と
に、

こ
の
系
列
の
資
料
に
於
い
て
は、

毘
富山
椎
声
の
果
し
た

機
能
は
ど
の
様
に
し
て
果
さ
れ
て
い

た
か
につ
い
て
考
え
て
み
る 。

R33+ 4η町、d

聖
衆
来
迎
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
字立日占…
は
院
政
末
期
又
は
鎌
倉
極
初
期
の
加占・

に
か
か
る
と
さ
れ
る 。
そ
の
字
音
の
系
統
は
呉
音
系
で
あ
り 、
同
時
に
加
え
ら

れ
て
い
る
声
点
む
又
呉
音
声
調
を
示
し
て
い
る 。
そ
し
て
毘
富
羅
声 、
不
入由一戸

を
区
別
し
な
い
四
声
体
系
で
あ
る 。

本
資
料
の
巻
第
八
に
加
え
ら
れ
て
い
る
声占…
(
部分的に
差戸されてい
る)

を 、
先
に
取
り

上
げ
た
大
東
急
記
念
文
庫
歳
妙
法
蓮
華
経
巻
第
八
と

逐一
比
較

し
て
み
る
と 、
今
問
題
に
し
て
い
る
声
点
の
両
者
の
対
応
は
次
の一二
つ
の
分
類

が
出
来
る 。

①
大
東
急
本
L
来
迎
寺
本
も

共
に
去
声
の
声占…
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の 。

(
矢
印
の
ー
が
大
京
急
本 。

数
千
は
そ
の
行
数 。

O
は
句
切
山' 。)

所

法

m

lllw

所

探

O

吹

ロ

o

吹

船

航

ロ

|↓

船
.

紡

0
.

瓢

ロ

|↓

0
.斡

|
↓

O

松

同ド
.
n】i
t

?-

'
HJI

己J

仁

タ
ペ

?』

J

l

bF
ぺ

'

レし
.HR

lit-J-
AE
hY4
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②
大
東
急
本
て
毘
富
山議
声
が、

来
迎
寺
本
で
上
声
に
な
ヮ
て
い
る
も
の。
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毘M羅声の機能

-m
邑

部

|↓-m-
隠

--w
仙相官H

-
如

必

捌
1
↓

如

矧

i
↓

資

生

軽
・
笑

測

|↓

mh

笑

③

そ

の

他

-
牙
・
爪

印
|
↓
・
牙
.
爪

|lψ
O

水

ま

ず
①
の

例
か
ら
見
る

と、

こ
れ
等
は
共
に
千
戸

か
入
戸

に
い刊
く

も
の、

又

は
旬一肌
に
立
つ
も
の
で

あ

る。

例外
も
あ

る

が
そ
れ
は
似
め
て
少
な
く

異例
と

し
て
処
理出
来

る範
同
で
あ

る。
紙似
の

都
んけ
で

行略
し
た
約一一一十例
に
つ
い

て
も
同

様
で

あ

る。
次
に

②

の
例
に
つ
い
て

見
る

と
、

共
に

雨前
の

午
は
上
声

か
又
は
去古円
で
あ
る。
し
て
み
る

と、

米
迎
寺
本
に
於
け
る

②

の
上
声
の
加
え

ら
れ
て
い
る
も
の
は、

ふれ
前
の
午
に
引
か
れ
て、

小十Ah
円
か
ら
トし一
戸
に
変
化
し
た

結
来
を

示

し
て
い
る

も
の
と
考
え

ら
れ
るc
つ
ま

り
米
迎
寺
本
の
如
く、

毘
山

田維
声
を

用
い
な
い
系

列
に
於
い
て
は、

夫
際
に
変
化
し
た
紡糸
で
あ
る

上
戸

そ

の

ま

ま

で

表

示

す

る

方

法

を

取
っ

て

い

る

と

巧

え

仏

れ

る
。

従
っ

て
、

こ

の

系

列
に
於
い
て
は
述
読
さ
れ
る

場介「半
去」
「上lL」
と
い
う
声

明削
の

組
合

わ
せ
が
原則
と
し
て

現
わ
れ
な
い
一ゃ
に
な
る。

事実 、
米
迎
寺
本
の
巻第八
以

外
の

部
分
を

通
覧
す
る

と、

こ

の組
合
せ
の戸
点
は

原
則
と

し
て
避
け
ら
れ
る

傾

向

に

あ

る

の

で

あ

る
。

こ

の

一や

は
、

逆

に
、

本

資

料

が

「

上

声

又

は

去

戸

に

続

く

去

声

は

上

声

に

変

え

て

用

い

る
」

と

い

う
一

立

し

た

態

度

で

加

点

さ

れ

て

い
る

事
を
証
明
す
る

が
に
も
な
る。

同

様
に
毘富山
維
戸
を
使
用
し
な
い

呉
音
読
資

料
に
怨長
校
本
大
般若
波
羅密

多
れ(
京
京
大
学・
大
一ヂイ
記
念
よ
州
政)‘
大
東
急
記
念
文
庫
政
妙
法
蓮
華
料
巻
第
五

I(ri 

紺

AWU
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南
北
朝
則
トハ
が
あ
り、

こ
の
ニ
資
料
共
に
米
迎
寺
本
と
全
く
川
様
の
一や
が一一一一M
い

得
る。
一
史
に、

や
や
性
格
を
具
に
す
る
が、

補
忘
記
の
呉立国
託
部
分
に
つ
い
て

(注は)

も

同

様

に

考

え

る
…
や

が

出

来

る
。

以上
の
考察
に
依
っ

て去戸
か
ら
上戸
へ
の
声
調
変
化
を示
す方
法

に、

毘

富
山維
声
と
い
う
声
占…
で一
不
す
も
の
と、

前一
ち
に
上
戸
点
を
加
え
る
も
の
と
の
こ

つ
が
有
っ
た
事
に
な
る
が、

こ
の
ど
ち
ら
を
使
用
す
る
か
は、

補
忘
記
の
記
述

に
従

え
ば、

宗
派
の
相
違
に
依
る

と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ

る。

但
し

本
稿
で

取

扱
っ
た
資
料
は
殆
ん
ど
系統
を

詳
ら
か
に
せ
ず、
こ
の
点
に
つ
い
て
は尚考
え

ね
ば
な
ら
な
い。

試
み
に
本
稿
で
取
扱
っ
た
資
料
会
二
指
列
挙
し
て
お
く。

回比
富
羅
声
を
使
用
す
る
資
料

①
四
種
相
違
疏
仁
安
占…
(
法
相ぺ出)ζ

②

大

東

急

記

念

文

庫

蔵

妙

法

蓮

華

経

巻

第

λ

南

北

朝

期
占…

(

不
明
)@

③

同
一

本

(

主

川h

有
刊
)
(

不
明
)。

毘山口同町
維
戸
を
使
用
し
な
い
資
料

①

聖

衆

来

迎

寺

蔵

妙

法

蓮

草半

終

(
天'一
H

山
ーか
)

②
建
長
校
本
大
般
若
続
(
不
明)

③

大

東

急

記

念

文

庫

歳

妙

法

連

華

経

巻

第

五

(

不
川
)

④
補
忘
記
(
氏一-d
山
一般
米
寺)

五

さ
て、

一

般
に
鎌
倉
時
代
ま
で
は
述
音
上
の
声
調
変
化
は
存
在
せ
ず、

文
字

本
来
の
ま
ま
に
発
音
さ
れ
て
い
た
と
与
え
ら
れ、

漢
字
が
重
っ
た
場
合
に
声
調

(注日)

が
変
化
す
る
現
象
は、
一
附
請
出
合
の
現
象
が
成
立
し
て
か
ら、

と
説
か
れ
て
来

た。

し
か
し
な
が
ら、

以
上
の
毘
富山
総
戸
の
追
究
に
依
っ
て、

呉
音
の
場
合
に
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は
既
に

院
政
時
代
か
ら
述
立
田
上
の

戸
調
変
化
は
存
点
し
て
い
た
と
々
え
ね
ば
な

ら
な
い
。

ゑ
暦
三
年
抄
の

金
光
明
最
勝
王
絞
立
日
義
の

「
和
背
卜
戸
去
声
随
便
相

通」(
液
製
二
丁
袈)

と
い
う
記
述
も、

九
条
本
法
華
杭
音
の
「
『仁
よ
州汁F
HIt
ど

と
い
う
記
述
に
比
考
す
れ
ば、

こ
れ
ら
や
は
リ
毘
市
議
戸
の
現
象
を一一-u
っ
た
も

(注目)

の
と
解釈
出
来
る
の

で
、

院
政
時
代
以
前
の
か
な
り
早
い
時期
に
声
調
変
化
は

存花
し
て
い
た
も
の
と

考え
る
の
で
あ
る
。

尚、

こ
の
松
勝下山
総
背
，殺
の

記述

(注げ)

で
注目
す
べ

き
は

「
和
音(
呉音)」
と
限
定
し

て
い
る点
で
あ
る。

阪
に

見
て

来
た
如
く
回比
{品
羅
声
の
加、
子
句
れ
て
い
た
三
資
料
は
い
ず
れ
も
呉
音
読
資
料
で

あ
っ

た
。

そ
し
て、

管見
の
範
囲
で
平
安
中期
か
ら
鎌
ヘ日米
則
へ
か
け
て
の

波

音

読

資

料
で
、

回
比

富山
緋
戸

を

使

用

し

た

資

料
は
←

山、

ら

い行

代

し

な
い

し
、
J〈

「
上
|
去
」
「
去
l
去
」

の

声
調
の

組
介
せ
が

避
け
ら
れ
た
形
跡
も
令。
く
な
い
J

こ
れ
ら
の

事
情
は、

回
比
富山
維
声
の

示
す
戸
調
変
化
か
叫ハ
立
円
の

トム
に
の
み

起
っ

た

事
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
り、

被
勝
王
符
北
口
義
の

「
和
t
H
」

は
そ
の

が
を
桁
ぶ

し
て
い

る
の
で
あ
る。

き
て
、

そ
れ
で
は、

院
政時
代
に
既
に

存
在
し

て
い
た
声
調
変
化
と
、

後世一

の
所
初
出
合
と
は
ど
の

様
な
関
係
に
ι
つ
の

で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
出
合
の

法
則
と
は
ど
の

係
な
も
の
か
を
、

同附
忘
ぷ
に

依
っ

て
み
る
と
次

の

様
に
説
い

て
い

る。

，

，，
m
ル

ヘ

ル

ニ
サ

，
p
y

一
、

出
合
者
四
時宜
任
不ν
被ν
附
述
縦
有ν
之
故
以

九山
AH-
川ν
之
八ル

川

4
9
t
ノ
ニ
ル
ニ
テ

J
タ

舌
内
鈍一ν
煩
法
公
立目
撃
出
也
故
知一一一
二
五
山
AH-
可ν
通-一
泊
鈴-
也

ル

ノ

ノ
LeS7ハ

ノ
ヲ
〆サ

一
、

平

上
移
時
平
設
字
二

千
仮
名
字

則
一半
設
内
十
押

上
聾
字
平

(
中
時)
若
又
平
玖
字
一
山
十
仮
名
川
ナ
ハ
則
本
残
任
川ν
之
上
一千

下

山一一
パ也

(同町)

リ
ヨリ一-
νハ
ニ
タ
=，P
そヲ今F
ヲ也

一
、

平

去

移
入

去

移

者
倶
同

上
高
下
山ヰ
言
(
時
)

。
て

去

去

不
レ並
法
度
若
去

去

相
縦
時
下
去

砂
上
設
問ν
之
訪

2
1見 iM山寺時1一段
R
a--
ノ

wrtf与

.
民
同一一日

一一U
A
建一-
松
山，

FA…
川ふ
ヲ

二
←
ニ

ヤ
生ザペ
之

匂
4・
E

m
-
-

又一
字

仮
名

字

不ν用-一
去

設-
也
故
一

字
仮
名
去

殻
字

上
受
用
来
也

吐
良一
百
陀
経
尼
光
古川
林凡
字
下
八
九
殻
打
折
H正
常
:

札
中小川
中十ん
ノ

辿
総
MA
一

字
仮
名
去
設
不ν
間ν
之
也

。一、
七リ
トー一
院
収
品川，
也
大
途
i一
民
1
1
1
川
氏
也
吠…
J1一
右ν
之
説

・
中

d
h…

阿

述

ぽ
・
修

ぽ

手
也
札
上

九
下

JT
?山ν
之
也

一
、

平

子

移

入

人

移

者
日ハ

千
J-
H
ν

之

(
時
)

(
以
下
行
時、

引
川
市
J
U
前
接
間
係
出'
い

部
分
比
び

節
博
士
は

符
略
し
た。)

(い
け
同)

山
九け
の

法

則
そ
nH
J
U
の

に

附

し

て

は
、

ほ
に

桜

作

茂

治

氏
の

詳

細
な

迫
化九
が

あ
る
の
て九f
て
そ
れ
に

ゆ
γ
る
が
に
す
るο

き

て
、

お
の

法

川
乃

小
て

け

け
す
べ

き
は
、

ト一

よ
、

上

i
よ

と

統

〈

判明
九
円

で
あ
る。

そ
の
叶品
川
に
「-
小
北
法
戊」「
柿」

と
あ
る
様
に、

出
合
の
成
立
し
た

当
時
に
は
川町
川
と
し
て
は、

こ
の
組
AH
せ
は
ι
'n
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

そ
し

て
似
リ
に

存抗
し

て
い
た
場介
に
も、
下
の

去
声
を
上
声一
に
杯、え
て
用
い

ら
れ
て
米
た
の
で
あ
る。
こ
の

変
化
は
今
ま
で
追究
し

て
来
た
毘
富緩
声
の
一不

す
所
と
全
く
一

致
す
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
思
う
に、

本
邦
民ハ立u
に
於
け
る
述
音
上
の
声
調
変
化
は、

院
政
時
代

頃
に

発生
し
た、

毘
富山維
声
の
一
不
す
所
の

第
一

次
変
化
と
、

そ
れ
以
後
南
北
朝

或
い
は
・石
町
時
代
に
発
生
し
た
出
合
と
呼
ば
れ
る
第」
a
次
変
化
と
が

有
っ

た
と

巧
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う。

つ
ま
リ、
第一
次
変
化
は、

寸-
lJ-
ーー↓呈 ll」

上
|
去
|↓
上
l
上

と
変
化
し
、

第
二
次
変
化
は
、

第
一

次
変
化
を
蒙
っ
た

体系
の

上
に
起
っ

た
為

に、

去
|
去、

上l
去
の

組
み
合
わ
せ
は
存
十代
せ
ず、

そ
れ
以
外
の

組
み

合
わ
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せ
の
上
に
起っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

こ
こ
に 、
日
本
漢
字
音
史
上 、
中
世
語
と
し
て
の一
大
特
色
で
あ
る
声
調
変

化
は 、
出
合
を
ま
た
ず
し
て 、
院
政
時
代
頃
ま
で
遡
ら
せ
る
事
が
出
来
る
と
考

え
る
の
で
あ
る 。

....... 
， 、

毘富緩声町線能

こ
こ
で 、
当
然
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は 、
か
よ
う
な
声
調
変

化
が
発
生
し
た
原
因
が
ど
こ
に
あっ
た
か
と
ふ
う
点
で
あ
る 。

出
合
の
場
合
に
関
し
て
は 、
桜
井
氏
は
先
引
の
論
文
で 、
日
本
語
の
ア
7
セ

ン
ト

体
系
の
影
響
と
説
か
れ
た 。

毘
富田維
声
の
示
す
声
調
変
化
も 、
や
は
り
当
時
の
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト

体
系

(注ゆ)

の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う 。

当
時
の
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

体
系
に
は 、
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
如

く 、
複
合
語
等
の
特
殊
な
場
合
は
除
き 、
高い
音
節
の
聞
に
低い
音
節
を
は
さ

(注初)

む
形
は
原
則
と
し
て
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る 。
一
方 、
漢
字
二

(注れ)

字
が
続
け
て
読
ま
れ
る
場
合 、
平
上
去
入
各々
の
全
て
の
組
合
わ
せ
の
中
で 、

高い
音
節
の
聞
に
低い立田
節
が
は
さ
ま
れ
る
形
で
顕
現
し
て
来
る
の
が 、
上
­

去 、
去
i

去 、
の
二
通
り
の
組
み
合
わ
せ
な
の
で
あ
る 。
そ
し
て 、
こ
の
組
み

合
わ
せ
の
下
位
に
立
つ
去
声
が
上
声
に
変
え
て
用
い
ら
れ
た
と
言
う
事
は 、
次

の
様
に
変
化
す
る
事
で
あっ
て 、
こ
の
変
化
の
結
果
の
型
は
い
ず
れ
も
当
時
の

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

体
系
に
存
在
し
た
型
で
あ
る 。
(-が高い
音節)

「
上
去

上
上
J

一

「
去
去

去
上
J

/
-
@
1・
・
・」

一

F
@
@
↓
ハ・
・」

i・去
-

『

t
J

&
0
・
-

t
・

一

(
俳

絵
↓
俳

怠)

町、上'
本臼
LL
'I'

-
、
供同
供u
kh
レL4F

f
・
-
@
↓
・
・
・」

一

f
0
・
A'
↓
。
・
・~

(

g

q?

g

g)

 

ハ山@

仏e
↓

&

$
(

芸

し
て
み
る
と
こ
の
声
調
変
化
は 、
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

体
系
に
沿っ
た
型

へ
の
移
行
と
い
う
一ゃ
に
な
り 、
そ
の
原
因
は
当
時
の
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト

体
系

に
於
い
て
極
め
て
不
自
然
で
あっ
た
型
を
忌
避
す
る
所
に
有っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る 。

き
す
れ
ば 、
毘
富
羅
声
の一示
す
声
調
変
化
は 、
本
質
的
に
は
出
合
の
場
合
と

同
じ
く 、

字
音
声
調
の
国
語
化
と
い
う
方
向
で
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ

?っ、っ 。

七

以
上
明
ら
か
に
し
た
点
を
も
と
に 、
更
に
今
後
の
追
究
に
侠
つ
べ
き
は
次
の

如
き
諸
問
題
で
あ
る 。

@
此
の
様
な
声
調
変
化
の
行
わ
れ
た
範
聞
は
ど
こ
ま
で
で
あ
る
か 。

@
此
の
様
な
声
調
変
化
の
発
生
の
時
期
は
何
時
か 。

。
呉
音
の
声
調
体
系
の
追
究
と
ど
の
様
に
関
連
す
る
か 。

本
稿
で
取
扱っ
た
資
料
は
全
て
字
音
直
読
資
料
で
あっ
た 。
従っ
て 、
一
般

の
呉
音
読
訓
点
資
料・
字
書・
土日
義
等
に
つ
い
て
も 、
こ
の
様
な
声
調
変
化
を

反
映
し
て
い
る
も
の
か
ど
う
か
が
当
然
追
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
管
見

の
範
聞
で
は
所
謂
訓
読
を
し
た
訓
点
資
料
で
毘古田
町維
声
を
用
い
た
資
料
は
な
い 。

き
す
れ
ば 、
仮
り
に
こ
れ
等
の
資
料
が
声
調
変
化
を
反
映
し
て
い
る
と
す
れ
ば 、

直
ち
に
上
声
点
を
差
す
方
法
が
取
ら
れ
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る 。
そ
こ
で
今 、

試
み
に
四
緩
相
違
疏
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
加
点
さ
れ
た 、
書
陵
部
蔵
大
方
広
仏
華

(注お)

厳
経由詩
永
二
年(
二
八
三)
点
に
つ
い
て
み
る
に 、

I

Bi

--

-J

 

城l
邑
附 、

.
村
芦
別 、

.
承
事
問 、

刻 .
塵
例
制 、
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て
塵
中



令i
蓋
221 

がu
禾El 

223 

町 、
前・紐耳・ょ惜
別 、
甚1刑
問 、

意

却
、

.
随

喜

捌
、

注
:

繋

加、

等
の
如
く 、

語
以
に・凡
つ
場
合 、
或い
は
平
声・
入
戸
に
続
く

場
合
に
は
去
声

占…
が
加
え
ら
れ
て
い
る
に
対
し 、

上
声
又
は
去
声
に
続
く

場
合
に
は 、

妙

華l

U畳

如
、

.
傘

蓋

如
、

鳩

繋

茶

如
、

.
非
・
人

問
、

群
0・
生

問
、

.
毛
1

昨
問
問
、

.
立
日
1・
劃

海

川
町
、

荘

劇

m
m
、

.
人
l

刑

m
、

善
.
財
"
童
v
f

刻
、

濯
J
頂

加
、

極.
~
微
・
塵

如
、

の
如
く 、

全
て
上
声
の
声占…
が
加
え
ら
れ
て
お
り 、

上
去 、
去
去
と
続
く

(庄川副)

声占…
が
加
え
ら
れ
て
い
る
例
は
全
く
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る 。
従っ
て
こ

の
様
主一
般
の
訓
点
資
料
に
つ
い
て
も 、
字立日
直
読
資
料
の
場
合
と
同
様
に 、

声
調
変
化
を
反
映
し
て
い
る
と
見
得
る
の
で
あ
る
が 、
今
後
尚
多
く
の
資
料
に

(注お)

当
リ
そ
の
広
が
り
の
範
囲
を
つ
き
と
め
る
事
が
必
要
で
あ
ろ
う 。

次
に 、
右
の
様
な
事
が
訓
点
資
料
等
に
つ
い
て
も
言
い
得
る
と
す
れ
ば 、
加

点
年
代
の
明
確
な
資
料
を
援
用
す
る
事
に
よっ
て 、
声
明刑
変
化
の
発
生
し
た
時

期
を
更
に
せ
ば
め
て
行
く

事
が
可
能
で
あ
ろ
う 。

最
後
に
問
題
と
すべ
き
は 、
呉
音
声
調
体
系
追
究
と
の
関
連
で
あ
る 。

(注お)

嘗
て 、
奥
村
三
雄
氏
は 、
呉
音
声
調
を
追
究
さ
れ
た一
連
の
論
文
の
中
で 、

次
の
様
な
結
論
を
出
さ
れ
た 。「
我
国
呉
音に
於
け
る
去
声
は
殆
ん
ど
二
音
節
仮

名
表
記
の
字
音
に
限
ら
れ 、
一
方 、
上
声
は一
音
節
仮
名
表
記
が
圧
倒
的
に
多

い己一百い
換、え
る
と 、「
呉
音
の
去
声
対
上
声
の
対
立
は 、
大
体
二
音
節
表
記
対

一
音
節
表
記
の
対
立
に
相
当
す
る己
そ
し
て 、「
か
か
る
傾
向
性
は
時
代
が
た
つ

につ
れて次第に
増していっ
た」、
とされた。
最近黒
沢弘
光氏も又同
様

の
論
を
提
出
さ
れ
た 。

さ
て 、
か
か
る
傾
向
性
を
由一六
音
声
調
に
認
め
よ
う
と
す
る
時 、
問
題
に
な
る

の
は 、
そ
の
例
外
の
処
理
で
あ
る 。
奥
村
氏
は 、
二
音
節
で
上
声
と
な
る
例
外

身f
語

に
つ
い
て
「
話
線
的
関
係
に
よ
る
声
調
変
化」
の
立
場
で
説
明
さ
れ
た 。
つ
ま

り
「
語
中
尾
に
存
す
る
上
昇
調
(去声)
が 、
高
平
調
(上戸)
に
変
り
易い」

と
い
う
声
調
法
則に
よっ
て
説
明
さ
れ
た 。
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
追
究
は 、
こ

(注幻)

の
観
方
が
ほ
ぼ
妥
当
で
あっ
た
事
を
裏
付
け
る
と
思
う
が 、
な
お
更
に 、
こ
の

燥
な
声
調
変
化
が
院
政
時
代
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
事
を
前
提
に 、
呉
音
声

調
体
系
を
基
本
的
に
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
様
に
思
う 。
従
来
の
研
究
で 、

呉
音
声
調
体
系
が
あ
ま
り
明
確
に
把
握
出
来
な
かっ
た
の
は 、
一
面
に 、
以
上

述べ
た
如
き
声
調
変
化
を
見
沼
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
考、え
ら
れ
は
し
ま
い
か 。

呉
音
に
は 、
こ
の
毘
富
羅
声
で
示
し
た
声
調
変
化
の
他
に
も
同
様
の
事
象
が
あ

っ
た
や
も
し
れ
ず 、
尚
具
体
的
な
呉
音
資
料
に
基
く

事
実
か
ら
の
帰
納
が
待
た

れ
る
所
で
あ
る
と
考
え
る 。
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住
1、

こ
れ
等
極
々
の
名
称
に
つ
い
て
は
小
西
甚
一

博
士
「
文
鏡
秘
府
論
考
研
究
篇
上」

第
三
章

に
詳
細
な
詩
書
か
ら
の
引
用
が
伺
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
に
ゆ
ず
る 。

2稿本進吉
「日本文学大辞典」
の「
四
声」
の項 。

小
西
甚
一

、

注
l

引
用
書
四
七
七
頁 。

金問一
春彦
「
国
語学辞典」
の
「
四
声
」

の項 。

3
一

来
院
御
房
は
興
福
寺
町
路
頭
の
一
つ 、

慈
恩
会 、

子
鳩
私
記
(
真
興
町
四
時間
相
違
略
私
記)

は
い
ず
れ
も
法
相
宗
関
係
で
あ
る 。

従
っ

て
本
資
料
の
加
占 、
者
が
法
相
学
徒
で
あ
る
事
は
疑
い

無
い
が 、

党
減 、

及
び
師
匠
巳
嘩婦
の
素
性
は
未
詳
で
あ
る 。

高
山
寺
蔵
「
飴
蔵
迷
図
儀
罪
軌
(
削
ノ
時)
」
に
「
大
日
本
園
紀
州
高
野
山
金
剛
築
寺
往
生
院
志

求
例
道
者
沙
門
徒
演
希
有
幸
奉
得
駕」

保
延
三
年
四
月
下
旬
鴛
傍
受
密
法
之
奉」

と 、

高
野
山

僧
と
し
て
同
名
が
見
出
さ
れ
る
が 、

同
一

人
か
否
か
未
詳
で
あ
る 。

4
型
占

は
「
O」、
第
二
朱

第
三
朱
は
「
・
」

の
声
占

で
差
声
さ
れ
て
い
-
Q
が
今
一

括
し
て一
示
す。

5
奥
村
三
雄
「
呉
音
声
調
町
一

性
格
」
(

訓
占

語
と
訓
点
資
料」

第
日
輯)

向

「
呉
音
の
声
調
体
系
」
(
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料」

第
8
輯)

一

同

「
音
節
と
ア
ク
セ
ン
ト
l
呉
音
盤
調
の
盟
諸
化
|」
(
「
国
語
箇
文」

幻
の
日
)

盟
沢
弘
光
「
日
本
漢
字
音
の
声
調
体
系
に
お
け
る
上
声」(
昭
和
四
十
五
年
春
期
国
語
学
会
発
表)

4・γ?''

6
出
合
に
つ
い
て
は 、

桜
井
茂
治
氏
の
で
出
合」

考
1

7
7
セ
ン
ト

史
的
考
察
l」

(
「

国
語
研
究」



第
七
号)

に
依
っ
た 。

，
J

7
こ
の
去
の
「
山品
川
の
午
の
戸
山…」

の
欄
の
「
入」

の
巾
に
は .

他
の
入。
刊
の
刊句
作
と

特
に
児
な

っ
た
傾
向
は
見
出き
れ
ない
の
で、

不

入
戸
も

一

括し
て
あ
る。

8
こ
の
事
象
的
英
に
は、

更
に
「
二
音
節
午
は
上
戸
で
は
あ
り
件
な
い
」
と
い
う
芯
AJV
弘yUH
に

働
い
て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

9
山
田
忠
雄
先
生
町
御
厚
意
を
蒙
り 、

山
田
孝
雄
博
士
旧
蔵
本
の
焼
付
写
真
に
依
っ

た
。

印、

上
よ
り
法
撃
は町立H
・
法
華
経
単・一千・
法
華
経宜口
訓
の
例。

世

一

涜
ど
M
反.
m

帆
包
少い民
“
妙-
元
世
ば(
去
濁
は
空H)
一
・
勧
過一丹
民

観
叫・ぃ廿
反・
叡

一
，

1ip~リL­

大

一
・
天
他
間
以

天
削-
w
b

天

一

・
東
山叶
村
民

.
東
川円L
h円
以
.
点

日
声
調
諭
的
資
料
に
つ
い
て
は
ほ
l
引
用
小
凶
博
士
御
1h
h
にi
仏
〈
取
リ
!
げ
て
あ
る。

参
石
さ

れ
た
し。

ロ
奥
村
三
雄
「
音
節
と
ア
ク
セ
ン
ト

呉
音
堅
調酬
の
国
語
化
|」
(「
図
説
同
文」
辺
町
日)
門
誌

ω。
又 、
黒
沢
氏
か
ら
も
同一
資
料
に
つ
い
て
の
御
教
市
を
附
い
た 。

日
本
資
料
は
御
厚
意
に
よ
リ
築
山岡
裕
・

小
林
芳
規
両
先
生
の
御
移
内 、
本
を
痔
惜
し
て
調
任
し
た
む

の
で
あ
る
。

M
黒
沢
氏
か
ら、

前
回
本
色
葉
字
類
抄
の
漢
音
読
以
外
の
部
分
に
L‘

上
|
去、

去
|
去
と
戸
点

の
差
さ
れ
た
例
的
存
在
し
な
い
旨
の
御
教
示
を
得
た 。

き
す
れ
ば 、

こ
札
む
問
機
に
巧
え
る
事

が
出
来
る
事
に
な
る 。

尚 、

各
資
料
の
実
例
を
巻
首
都
よ
り
少
々
抜
き
出
し
て
お
〈 。

(
数
字
は

巻
首
よ
り
の
行
数) .

。

建
長
校
本
大
般
若
経
(
序
文
の
部
分
は
除
〈)

鷲-
"川和
凶
∞間、
“
剣
一
犯、
"
川
所
mm.

叫冊・.
則
的、
-
勇
猛・.
精
進
川、

能
恰・

.
紘一
財
問、

契・.
深
法
忍
問、

鷲"
d
M
郎、

三・
戸
地
m
mm・

能
姶
縦
一州
問、
-
勝一
制
服、
.
窮
刷
問、

邪
刑制
郎、
.
先.
言
問‘

尋・
香
城
川

(
・
は
朱
夜、
。
は
盛
点
で
朱
よ
り
後
肉
筆)

例
外-
詞J
悶 ・
消・
和

川、

等 。

。
大
東
急
本
華
経
巻
第
五

七
.
珍

5、

園
.

域

6.
.
 人
民

7 、

繁 .
鼓.
Aマ
一旦

令

8 .

K
9 、
自 .王“吉田
川 、
拾 .J薪
ロ .

・人・
剛7、

.E
制

8 、
“

終

・川町

9 、
.

王・
言

ω、

国

忍
お、
.
全・
射
勾
・
健司
倒
叩品、

毘富羅声の機能

吾・

宮
.

終
.
身

9、

-
身
・川叫
口、
.
情引
刺
幻、
-
恒・ 1山

例
外
一
多
劫・
削
3、

仙“
司
口、

王

剛
仙-H
言
問、

等

。
凶剛
志
記
れ
享
版
(
泌tnh内
凋
を
も
っ
L
の
は
除
外)

一 .
住
4
2 、
引・.
凶
3‘
一・

4
3.

一 .
.

 遁

5、一・
段"

苅
5、
一.
員

柏

戸
6、

.
凶

校

時ム

7 .
AI
経

B .

M

-M叫
4

.
凶
・
州

司
7、
.
惣・
矧

m

川
山.

.
 凶
・削
刊川、

瞥
・人
口、

例
外

一 .
・
射

4、
消-

M
6、

興・

刊9 、
等 ぅ

例
外
が
析
千
作
す
る
が ‘

そ
の
例
外
L ・

一
-
身 、

謂・"
的 、

等
の
如
く 、

平
戸
・

入
声
に
絞
〈

二
台
節
7
が
上位刊

に
主
る
と
い
う
例
外
で
あ
っ
て 、

延
長
校
本
大
般
若
続
的
J
制
消 、
大
東
急
本
法

華
緑
町、
ヱ

.
問 、
の
如
〈、

上1
去
と
続く
憾
な
例
外
は
殆
ん
ど
なく 、
又 、

去l
去
と
続く

例
外
は
全
く
な
い。

こ
の 4
つ
の
戸
湖
町
制
作
せ
が
避
け
句
れ
る
傾
向
は
明
ら
か
に
見
て
取
る
市中

が
出
来
る
の
で
あ
る。

日
金
問
一
#
彦
「
日
本
間
野
内
務」
(「
国弔問
ア
7
セ
ン
ト
論
叢」)
四
六
頁。

院
井
茂
ム川
氏
山
6
引
用
品調
文。

目
黒
沢
氏
は
注
5
引
則
的
御
発
表
に
於
い
て
こ
の
記
述
の
「
便
」

を
一

音
節
と
解
釈
さ
れ
た。
し

か
し
筆
者
向
解
釈
で
は
「
便
」

は
「
上
字
肉
声
調
」

と
い
う
事
に
な
る。

げ
和tu
と
呉
音
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
険
々
の
4
え
方
が
あ
る
が 、

筆
者
は 、

馬
淵
和
夫
博
士

(
1
日
本
制
学
史
的
研
究」

第
三
篇
第
三
章)

築
島
裕
博
士(
「

平
安
時
代諸問
新
論」

第
三
編
第
二

軍
第
三
節)
が
お
説
き
に
主
る
知
く、

両
者
は
名
林
円
相
迭
の
み
で
本
質
的
に
は
同
じ
も
の
と

し
て
処
理
出
来
る
と
身
え
て
い
る。

本
稿
的
場
合
L
矛
盾
は
起
ら
な
い。

川出
注
市川
引
用
論
文。

円
既
に
小
西
博
士
が
注
1
引
用
書 、

奥
村
氏
が
注
5
引
用
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く 、

中
国

側
に
も
声
調
変
化
が
存
っ
た
の
で
あ
る
が、
中
国
側
肉
声
調
変
化
に 、

上1
去 、

去1
去
と
続

〈
場
合
に
限
っ

て
起
っ
た
と
思
わ
れ
る
形
跡
も
なく 、
又
中
間
側
に
於
い
て
は、
上
位
に
立
つ

字
が
変
化
す
る
事
象
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
日
本
側
に

は
こ
の
憾
な
変
化
が
見
当
り
な
い

の
で
あ
っ
て、
両
者
に
関
連
が
あ
る
と
は
考
え
にくい

。

初
金
田一
春
彦
「
団
結
ア
ク
セ
ン
ト

の
史
的
研
究」
(
「

国
語
ア
ク
セ
ン
ト

の
話」)
等 。

幻
平
上
去
入
各
声
向
調
値
に
つい
て
は、

金
問一
春
彦
博
士
が
注
5
引
用
論
文
で
説
か
れ
た 、

平

l
低
平
調 、

上l
高
平
樹 、

去
ー

上
昇
調、
入l
低
平
入
破
音、

に
従う a

n
院
政
以
後 、

上
声
ニ
音
節 、

去
声
一

音
節
の
存
在
は 、

既
に
述
べ
て
来
た
如
く 、

疑
問
な
わ
け

で
あ
る

〔
従
っ
て(

)
で
包
ん
だ
型
の
結
合
せ
の
存
在
も
疑
問〕

が 、

今 、

実
際
加
占
資
料
に

存
在
す
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で 、

可
能
性
と
し
て
全
て
の
組
合
せ
を
ぬ
げ
て
み
た 。

幻
本
資
料
は、
小
林
芳
規
先
生
の
御
移
点
本
を
拝
借し
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る 。

包
試
み
に ‘

本
資
料
に
差
さ
れ
て
い
る
声
点
的
組
合
せ
の
中 、

下
位
に
去
声、

上
声
が
来
る
場
合

45 



を
統
計
的
に
見
る
と
次
の
如
く
で
あ
る .

去
ー

去
ー
な
し

上
l

L
I
な
し

L
ー
上
』
げ

上
|
上
I
5

平
ー
上
1
5

一千
l
去
U
9

入
l
上
1
5

入
|
去
H
m

o
|
上
1
6

0
l
去
l
u

(
但
し
泌
は
全
例
ト一
戸
が
加
え・
り
れ
て
い
る
の
で
除
外
し
た。)

お
尚
泌
立
u
資
料
の
場
合 ‘

鎌
介
期
ま
で
の
資
料
に
は
こ
の

絡
な
変
化
は
反
映
し
て
い
る
い
と
見
ら

れ
る
が

、

そ
の
後
全
く
こ
の
変
化
を
免
れ
得
た
も
の
か
ど
う
か
は
一

応
調
訟
の
裂
が
あ
ろ
う 。

お
注
5
引
用
諸
諭
文

幻
奥
村
氏
が
「
芯
線
的
関
係
に
よ
る
声
調
変
化
」

と
述
べ

ら
れ
る
所
が
筆
者
に
は
十
分
理
解
出
来

て
い
ない
が

、
「
自
然
発
声
上
変
化
し

い明
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
れ
ば 、

ア
ク
セ
ン
ト

の

同
語
化

E
日比
る
筆
者
の
見
解
と
や
や
相
違
す
る
事
に
な
る
か
と
思
う @
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G
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・

お
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[
後
記]

本
一仙
は 、

昭
和
問
十
五
年
秋
期
訓
点
諸
学
会
で
発
表
し
た
も
の
に
加
鐙
し
た
も
の
で

あ
る。

発
表
向
際、

阿川
淵
和
夫
先
生
・

奥
村
三
雄
先
生
・
剖一

沢
弘
光
氏
に
此
危
な
御
教
引
を
得

た 。

又
一

度
成
一制
後
小
林
芳
組
先
生
に
Mm
々
御
指
摘押
を
取
さ
術
訂
刊
来
た 。

更
に
資
料
澗
査
に

出
つ
て
は‘

山
内
庁
持
政
部
内
川
市円
山岨
財
先
生、

大
東
急
記
念
文
庫
内
西
村
品川
先
生、

伊
藤
益

氏
に
何
々
の

州民j
M
を
仰向
っ
た @

こ
こ
に
介
わ
せ
記
し
て
深
誕
の
刈
怠
を
表
す
し
だ
い
で
あ
る @

ー!広
島大学大学院学生
||


